
5点 4点 3点 2点 1点

1 卒業研究の専

門分野に関す

る知識

専門知識は豊

富で正確であ

り、自律的に

研究を進めら

れるレベルで

ある。

おおむね豊富

で正確であ

る。

研究を遂行す

るために必要

最小限の知識

を持つ。

専門知識が、

不正確で乏し

いため、研究

遂行に支障が

ある。

専門知識が知

識がほとんど

ないため、研

究を遂行する

ことに大きな

支障がある。

2 卒業研究の周

辺に関する知

識

周辺分野の学

修が非常に有

効に生かされ

ている。

周辺分野の学

修がある程度

生かされてい

る。

研究を遂行す

るのには十分

な、周辺分野

の知識があ

る。

周辺の知識が

乏しいため、

研究遂行に支

障がある。

極めて知識が

乏しいため、

研究を遂行す

ることに大き

な支障があ

る。

3 研究遂行上の

専門的技能

研究遂行段階

で学修した技

能が、自律的

に活用できる

レベルにあ

る。

研究遂行段階

で学修した技

能が、ある程

度活用できる

レベルにあ

る。

研究遂行段階

で学修した技

能を、教員の

指導の下に活

用できる。

研究遂行段階

で学修した技

能のレベル

は、十分でな

かった。

研究遂行段階

で、専門の技

能をほとんど

習得しなかっ

た。

4 情報収集の技

術・能力

適切な図書・

原著論文・電

子媒体などの

情報を、網羅

的に収集し、

正確に読むこ

とができる。

関連する図

書・原著論文・

電子媒体など

の情報を、お

おむね十分か

つ正確に収集

できる。

図書・原著論

文・電子媒体

をある程度十

分に情報とし

て収集でき

る。

図書・原著論

文・電子媒体

などの情報を

十分には収集

できないた

め、研究遂行

に支障があ

る。

図書・原著論

文・電子媒体

などの情報を

ほとんど収集

できないた

め、研究を遂

行することに

大きな支障が

ある。

5 情報の分析・

活用能力

情報を十分に

分析・活用し、

研究の根拠や

考察に極めて

有効かつ正確

に活用でき

る。

情報を分析・

活用し、研究

の根拠や考察

に有効に活用

できる。

情報を、研究

の根拠や考察

に利用でき

る。

情報の分析・

活用が不十分

なため、研究

遂行に支障が

ある。

情報をほとん

ど分析・活用

できないた

め、研究を遂

行することに

大きな支障が

ある。

6 文章作成の技

能

極めて正確に

文章作成でき

る。

おおむね正確

に文章作成で

きる。

ある程度、正

確に文章作成

できる。

正確な文章作

成は十分にで

きない。

正確な文章作

成はほとんど

できない。

7 論文作成の総

合的技能

優れた論文を

自律的に作成

できる。

おおむね良好

な論文を作成

できる。

ある程度正確

な論文を作成

できる。

十分に正確な

論文を作成で

きない。

論文を書くこと

は困難であ

る。

1 研究背景の理

解

研究背景を正

確に理解し、

その知見を研

究課題の設定

と計画の構築

に自律的に生

かすことがで

きる。

研究背景をあ

る程度正確に

理解し、研究

課題の設定と

計画の構築に

反映させるこ

とができる。

研究背景をあ

る程度正確に

理解できる。

研究背景を十

分に理解でき

ないため，研

究立案等に大

きな支障があ

る。

研究背景をほ

とんど理解で

きないため、

研究立案はほ

とんど不可能

である。

2 研究課題の設

定

研究活動期間

の中で解決可

能な研究課題

を、極めて明

確に設定でき

る。

研究課題をお

おむね明確に

設定できる。

課題を設定で

きる。

研究課題を的

確に理解でき

ないため、十

分明確な課題

を設定できな

い。

課題をほとん

ど理解でき

ず、研究遂行

に大きな支障

がある。

3 研究計画の立

案

研究活動期間

の中で解決可

能な、綿密な

研究計画を立

案できる。

おおむね適切

な研究計画を

立案できる

研究を実施可

能な研究計画

を立案でき

る。

実行可能な研

究計画を立案

できないた

め、研究実施

に大きな支障

がある。

研究計画がほ

とんど立案で

きないため、

研究を進めら

れない。

4 試行錯誤・判

断・研究の修

正

研究遂行の過

程では、優れ

た試行錯誤・

判断・修正が

でき、優れた

成果を導い

た。

研究遂行の過

程では、おお

むね良い試行

錯誤・判断・修

正ができる。

研究遂行の過

程では、なん

らかの試行錯

誤・判断・修正

ができる。

研究遂行の過

程では、あま

り試行錯誤・

判断・修正が

できない。

研究遂行の過

程では、ほと

んど試行錯

誤・判断・修正

ができないた

め、研究を進

められない。

5 データ・資料・

結果の、考

察・統合

データ・資料・

結果の考察・

統合を深く正

確に実施し、

新しい知見を

誘導できる。

データ・資料・

結果の考察・

統合をある程

度正確に実施

できる。

データ・資料・

結果の考察・

統合が可能で

ある。

データ・資料・

結果の考察・

統合があまり

できない。

データ・資料・

結果の考察・

統合がほとん

どできない。

6 プレゼンテー

ションや口頭

による表現

優れた資料を

作成し、強い

インパクトを与

える口頭説明

やプレゼン

テーションが

できる。

おおむね良好

な資料を作成

し、口頭説明

やプレゼン

テーションが

できる。

正確に内容を

説明し、聴衆

が理解できる

口頭説明やプ

レゼンテー

ションができ

る。

口頭での説明

に難点があ

る、あるいは、

貧弱な資料し

か準備でき

ず、内容を正

確に伝えるこ

とができない。

内容の口頭説

明やプレゼン

テーションが

ほとんどでき

る。

7 文章によ表現 十分な分量と

優れた文章に

よって、読者

にインパクトを

与える文章表

現ができる。

十分な分量と

分かりやすい

文章によっ

て、おおむね

正確な文章表

現ができる。

文章によっ

て、研究内容

等の説明がで

きる。

十分に分かり

やすい文章が

書けないた

め、研究内容

等の説明には

大きな支障が

ある。

研究内容の文

章による表現

は極めて困難

である。

1 主体性 極めて主体的

に取り組ん

だ。

おおむね主体

的に取り組ん

だ。

ある程度、主

体的に取り組

んだ。

あまり主体的

に取り組まな

かった。

ほとんど主体

的に取り組ま

なかった。

2 協創・協働 極めて協創的

に取り組み、

リ主導的な役

割をはたし

た。

おおむね協創

的に取り組ん

だ。

ある程度、協

創的に取り組

んだ。

あまり協創的

に取り組まな

かった。

ほとんど協創

的に取り組ま

なかった。

3 地域社会や環

境問題への共

感

極めて高い共

感を発揮し、

研究に反映さ

れた。

おおむね高い

共感を発揮し

た。

ある程度、発

揮した。

あまり発揮し

なかった。

ほとんど発揮

しなかった。

4 発信・提案 論文作成過程

で発信・提案

を極めて的確

かつ十分に

行った。

論文作成過程

で発信・提案

をおおむね十

分に行った。

論文作成過程

で発信・提案

を、ある程度、

行った。

論文作成過程

で発信・提案

をあまり行わ

なかった。

論文作成過程

で発信・提案

をほとんど行

わなかった。

5 フィードバック 他者の思考・

知識・技能を、

極めて十分に

研究にフィー

ドバックした。

他者の思考・

知識・技能を、

おおむね十分

に研究に

フィードバック

した。

他者の思考・

知識・技能を、

ある程度、研

究にフィード

バックした。

他者の思考・

知識・技能を、

研究にあまり

フィードバック

しなかった。

他者の思考・

知識・技能を、

研究にほとん

どフィードバッ

クしなかった。

6 研究倫理 研究倫理を極

めて適切に理

解・遂行した。

研究倫理をお

おむね適切に

理解・遂行し

た。

研究倫理をあ

る程度、適切

に理解・遂行

した。

研究倫理をあ

まり理解しな

かった。

研究倫理をほ

とんど理解し

なかった。

思考力・判断力・

表現力

多様な人々との

協創
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